
ＫＳＵ基盤教育における初年次教育

九州産業大学 教務部
一ノ瀬 大一（いちのせ だい）

平成27年11月14日（土）
14:00～17:00

ベネッセⅰ-キャリア主催
「初年次教育に関する研究会」



本日の内容

１．九州産業大学の紹介

２．ＫＳＵ基盤教育導入の背景

３．ＫＳＵ基盤教育とは

４．実践事例（国語科目を中心として）

５．KSU基盤教育の学修成果と今後の展望



九州産業大学の紹介
福岡県福岡市東区に位置する九産大

福岡市の人口
約１５０万人

東区の人口
約３０万人

福岡市 東区



８学部２０学科
※2016年度から、2学科プラス

在籍数 １０,７７９名
（2015.4.1現在）

入学定員 2,675名

産学一如

（建学の理想）
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国際経営学科
産業経営学科

商学科
観光産業学科

経済学科昼間主コース
経済学科夜間主コース

商学科

国際文化学科
日本文化学科
臨床心理学科

美術学科
デザイン学科
写真映像学科

バイオロボティクス学科
機械工学科
電気情報工学科
物質生命化学科
都市基盤デザイン工学科
建築学科
住居・インテリア設計学科

情報科学科

九州産業大学の紹介
大学の概要



１９６０年（昭和35年）４月開学

建学の理想

産業と大学は車の両輪のように一体となって、時々の社会
のニーズを満たすべきである。

九州産業大学は、広く産業界の期待に応えられる
「実践力」「熱意」「豊かな人間性」を持った人材を輩出する大学になります。

ビジョン

創設者 中村治四郎（1907年～1974年）

九州産業大学の紹介
大学の概要

（さんがくいちにょ）

建学の理念

「市民的自覚と中道精神の振興」及び「実践的な学風の確立」

「深い教養に裏打ちされたグローバル化に対応できる心身共に健全な人間教育」

教育目標

今年、創立55周年



ＫＳＵ基盤教育説明の前に

理事会決定の教育方針
及び教育目標への対応

ＦＤ+ＳＤ＝ＥＤ

教育課程の見直し
1991年大綱化以降、
学部教育の専門教育
重視傾向への対応

志願者・入学者・
中退者・留年者
状況

ＫＳＵ基盤教育
導入の背景

高等教育政策への対応
「大学教育の質の保証」
中教審、教育再生実行
会議、第2期教育振興
基本計画

九州産業大学として
の教育の質の保証

導入の背景



ＫＳＵ基盤教育導入の背景
もう少し具体的に説明しますと・・・。

質の保証
（卒業要件など）

教養重視

質的転換
（ｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ）

学力低下

人件費
（非常勤講師数）

カリキュラムの
スリム化

英語力向上
国語力向上

経営面

組織的に取組まないと



建学の理想・理念、教育目標等…
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ＫＳＵ基盤教育導入の背景
卒業要件及びカリキュラムがバラバラ・・・・。
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教育方針や教育目標は、全学的なものであるのに、カリキュラムがバラバラ過ぎる・・・。
全学的かつ組織的な最低限の共通の卒業要件やカリキュラムもない・・。



教養科目（KSU基盤教育導入前）

基礎ゼミナールなど

人文科学科目
哲学の世界、倫理学、日本の文
学、アジアの文学など

社会科学科目
法学、日本国憲法、現代の経済、
現代の経営など

自然科学科目
生物の世界、動物行動学、化学の
世界、物理の世界など

芸術科目
アートスクール、音楽概論、世界の

美術館など

総合科目
人権・同和問題、生涯学習、実用
国語、教養講座など

キャリア形成基礎論、キャリア形成
戦略など

スポーツ科学演習、健康学など

基
礎

教
育
科
目

教養科目

導入科目

キャリア科目

心と身体の健康科目

全科目数85科目！！

さらに、設置している科目は
各学部によってバラバラ。

大学としての教育方針を伝えるこ
となく、学生が自由に履修する。

結果的に単位が修得しやすい科
目（単位修得率が高い科目）、自
分が好きな科目に履修者が集中
する事態に・・・・。

教育目標や人材育成目標といった方
針に沿った科目配置が急務に・・・

ＫＳＵ基盤教育導入の背景



ＫＳＵ基盤教育とは

ＫＳＵ基盤教育とは、

社会のどこでも活躍できる（通用する）

『基礎力』を培うプログラムです。
九州産業大学に入学した学生

全員
２年
間

全学
共通

簡潔に言うと、「九産大の共通教育」



ＫＳＵ基盤教育とは
特 色

ＫＳＵ

基盤教育

社会人基礎力
の基盤づくり

能力別クラス
による英語教
育（４年一貫）

基礎教育科目
に重点（コア）
科目を設定

全学共通開
講（学部横断
クラス編成）



ＫＳＵ基盤教育とは
九州産業大学の教育課程

教養科目

（基礎教育科目）

•広く様々な学問
を学び人間力を
養う

外国語科目

•英語・英語会話
及びその他の外
国語科目を学ぶ

専門科目

•特定の分野につ
いて専門的に学
ぶ（学部によっ
て異なる）

卒業（１２４単位以上）



ＫＳＵ基盤教育とは

全学部・全学科５２単位以上
（卒業要件124単位のうち）

52単位～76単位

教養科目
（基礎教育科目）
１２単位以上

外国語科目
英 語

８単位以上

専門基礎科目
（１年次・２年次配
当の専門科目）

配当年次は1～2年＝2年間は全学部ともに同じ形（基盤）

ＫＳＵ基盤教育科目とは



ＫＳＵ基盤教育とは
ＫＳＵ基盤教育科目とは

具体的には・・・・

•国語、数学、歴史、憲法、政治、キャリア形成、ス
ポーツ科学演習、実践力育成、課題解決演習など

教養科目

（基礎教育科目）

（12単位以上）

•英語、英語会話、中国語、韓国語、ドイツ語、フラン
ス語など（英語以外は選択制）

外国語科目

（英語８単位以上）

•学部によって異なります。例えば、経済学部では、経
済学入門、経済史、経済数学、経済政策などです。専門基礎科目

全学共通開講

全学共通開講

全学共通開講とは、学部に関係なく様々な学部の学生と受講します。



ＫＳＵ基盤教育とは
イメージ図



建学の理想・理念、教育目標等…
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大学の教育目標
＝各学部の教育「基盤」

専門科目の基礎的な部分
教養科目
外国語科目を
「基盤」として位置付け。

九産大生としての
「基盤」を形成する
→KSU基盤教育

ＫＳＵ基盤教育とは
共通教育としての卒業要件の構築に向けて



教養科目のスリム化（科目数を減少）

基礎ゼミナールなど

人文科学科目
哲学の世界、倫理学、日本の文
学、アジアの文学など

社会科学科目
法学、日本国憲法、現代の経済、
現代の経営など

自然科学科目
生物の世界、動物行動学、化学の
世界、物理の世界など

芸術科目
アートスクール、音楽概論、世界の

美術館など

総合科目
人権・同和問題、生涯学習、実用
国語、教養講座など

キャリア形成基礎論、キャリア形成
戦略など

スポーツ科学演習、健康学など

基
礎

教
育
科
目

教養科目

導入科目

キャリア科目

心と身体の健康科目

導入科目 基礎ゼミナールなど

実践科目
キャリア形成基礎論、キャリア形成
戦略、実用国語、数理的教養、九
産大力など

心と身体の健康科目 スポーツ科学演習、健康学など

教養科目
日本の歴史、世界の歴史、法学、
日本国憲法、現代の政治、倫理
学、文学の世界、哲学の世界など
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ＫＳＵ基盤教育とは



コア科目の設置

教養科目（基礎教育科目）には、「九州産業大学の学
生として、現代社会の問題点に直結した科目を学んで
ほしい」との理由で、コア科目を設置しています。（コア
科目は履修を推奨する科目です）

コア科目とは、実用国語、数理的教養、日本の歴
史、世界の歴史、法学、日本国憲法、現代の政治、
キャリア形成基礎論、キャリア開発論、キャリア
形成戦略、スポーツ科学演習などです。

ＫＳＵ基盤教育とは



ＫＳＵ基盤教育とは
全学共通開講

従 来科目
クラ
ス

期
別

学部 曜日 時限 履修者

日本の歴史

1 前 経済 木 3 94

2 前 商 水 3 209

3 前 経営 木 2 223

4 前 工･情報 月 4 138

5 前 国文 火 5 68

前期 月 火 水 木 金

1限

2限
経営

223名

3限
商 経済

209名 94名

4限
工・情
138名

5限
国文

68名

各学部ともに日本の歴史を履修でき
るチャンスは前期に1回しかない。

→時間割が他の科目と重なると履修
できない。

まだ学生を受け入れる余地があるに
もかかわらず、他の学部の学生が履
修したくてもできない。

→他の科目を履修する

履修環境、教室環境、ＦＤの観点
からも、もったいないことが多い。



全学共通開講のメリット

科
目

ク
ラ
ス

期
別

学
部

曜
日

時
限

履修者

★
日
本
の
歴
史

1 前

全
学
部

月 3 130

2 前 火 2 130

3 前 火 3 130

4 前 水 4 130

5 前 木 1 130

6 前 木 5 130

7 前 金 5 130

前期 月 火 水 木 金

1限

2限
全

130名

3限
全 全

130名 130名

4限
全

130名

5限
全 全

130名 130名

コア科目として開講クラスを増やし、全学開講すること
で、日本の歴史を多くの学生が履修できるチャンスが増
えます。（但し、履修者の上限数は、授業科目、教室の
規模等を勘案して決める。）

履修登録の促進が出来るのみならず、多人数講義の解消もできます。

ＫＳＵ基盤教育とは



ＫＳＵ基盤教育とは

ヨーロッパの歴史
欧米の文学
世界の地理と歴史
世界の美術館Ⅰ
世界の美術館Ⅱ
音楽概論Ⅰ

スポーツ科学演習A
スポーツ科学演習B
健康学
心の健康
キャリア開発論
生涯学習

現状

★世界の歴史
★日本の歴史
★日本国憲法
★実用国語Ⅰ
★スポーツ科学演習
★キャリア開発論

★世界の歴史
★日本の歴史
★法学
★実用国語Ⅱ
★スポーツ科学演習
★キャリア形成戦略

KSU基盤教育導入前

ＫＳＵ基盤教育
導入後

教養科目の履修状況



実践事例①
外国語科目（英語は、全学共通及び能力別クラス編成）

■少人数能力別クラス編成

入学直後のTOEIC Bridgeテストによる能力別クラス編成

■レベルに応じた指導 英語・英語会話

最上級

上級

中級

初級

レベル毎の指導ガイドライン

英語：日本語教員によるリーディングパートの強化

英語会話：ネイティブ教員によるリスニングパートの強化

オリジナル教科書、e-learning課題、ミニテストによる学習確認

2007年特色GPに選定！

英語8単位以上：全員

今までは、各学部によって
英語の卒業要件が異なって
いた。
経済学部・・・8単位以上
経営学部・・・6単位以上
芸術学部・・・4単位以上

読む・書く・聞く・話す
４能力を意識！！

※最低、２年間は学ぶように。

英語科目の授業後のテスト結果
111点以上23.4%→56.0%



国語の低学力層に対するプログラム

実践事例③

・国語が苦手（嫌い）
・文章を読むのが苦手（嫌い）
・文章を書くのが苦手（嫌い）
・国語は履修したくない

・強制的に国語科目を履修
させても、さほど効果は
上がらないと感じていた。

オリジナルプログラムの開発ポイント
・ｱｸﾃｨﾌﾞ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ形式（楽しく学ぶ国語）
・ライティングとコミュニケーションをキーワード
（ライティングばかりでなく、毎回、コミュニケーショ
ンを入れながらの授業）

・大学で必要となる基礎的なレポート作成力

◎パッケージではなく、一緒にオリジナルプログラムを開発しよう
といってくれたのが、ベネッセⅰ-キャリアさんであった。

オリジナルプログラムの
開発が急務であった。



国語の低学力層に対するプログラム

実践事例③
   ③平成２８年度に向けて、本学の学生に合った国語プログラムを開発すること。 

  

 

 

 

 

   

様々なレベルが混在 

 
 



国語の低学力層に対するプログラム

実践事例③

概 要（平成２７年度から導入）
①目的：国語力、文章力、コミュニケーション能力の向上のため。
②対象学部学科：全学部・全学科（全学共通）
③対象学生：１年次の国語プレイスメントテスト結果の得点が低い300名（留学生は除く）
④実施時期：１年次の前学期
⑤開講クラス：６クラス
⑥１クラスの人数：３０名～５０名
⑦講師：「気づき」を促進させるプロであり、コンプライアンス、モラル、責任感、意欲、

講義スキルなどの観点からベネッセの基準を満たし、大学での授業経験が豊富な
教員である。

⑧到達目標：大学で必要となる基礎的なレポート作成力の育成
⑨授業形態：アクティブ・ラーニング形式
⑩授業内容：コミュニケーション（聴く・話す）とライティング（読む・書く）から構成し、

ベネッセの教材（教科書）を本学オリジナルに作成したテキストを使用
⑪学修成果：最初の授業と最後の授業の際に、ベネッセのオリジナルテストを行う。

株式会社ベネッセｉ－キャリア作成

前学期終了時の単位修得状況



国語の低学力層に対するプログラム

実践事例③

ポイント

・オリジナルプログラムの開発

ライティング＆コミュニケーション

・オリジナルテキストの開発

プログラムに即した内容

（ベネッセⅰ-キャリアさんのノウハウを活かして）

・上述のプログラムを実施可能な教員の派遣（独自の研修済）

このプログラムには、独自の研修を修了している教員を派遣して

いただいた。カスタマイズもしやすいし、確実に実施できる

授業見学もいつでもできるため、FD・SDにもなる。



低学力層に対する国語プログラム結果（定量的）

実践事例③

上表

・授業初回に受験した試験と同一問題

（全く同じ問題）

下表

・授業初回に受験した試験と同レベル問題

（レベルが同じ）

結果

・どちらの試験で検証しても大幅な伸びを

見せる。ただし、言葉の知識に課題。

株式会社ベネッセｉ－キャリア作成

株式会社ベネッセｉ－キャリア作成

株式会社ベネッセｉ－キャリア作成



実践事例③

※コミュニケーションシートとは、学生が、
毎授業終了前の10分間で書くレポート
（400字）のことです。

授業2回目に実施した

コミュニケーションシート

低学力層に対する国語プログラム結果（定性的）

株式会社ベネッセｉ－キャリア作成



授業13回目に実施した

コミュニケーションシート

この違いどうですか？

実践事例③
低学力層に対する国語プログラム結果（定性的）

株式会社ベネッセｉ－キャリア作成



実践事例③

→他の科目の成績向上にも期待できる。

副次的な効果も（担当教員からのコメントもあり）

低学力層に対する国語プログラム

グループワークや、ディスカッションを積極的にでき
るようにもなった学生が多く存在している。

株式会社ベネッセｉ－キャリア作成



実践事例③
学生アンケート結果も

株式会社ベネッセｉ－キャリア作成



実践事例③
課 題

①国語の低学力層の学生全員が、国語科目を履修していないこと。
②次年度に向けて、「言葉の知識」も向上するようなプログラムに
カスタマイズする必要があること。

③低学力層の定義は、プレイスメントテスト結果から300名を抽出
しているが、300名が適正なのか否か。
・人数を増やすと、時間割、担当者、予算の関係が生じる・・。

④国語科目の必修科目化をするべきか・・・・。
⑤国語能力が向上した学生をさらに成長させるためには？

・新しいプログラムの開発？
・それとも継続履修を念頭においた必修科目化？

⑥国語能力の向上が、大学で学ぶ上での「基盤」と、本当に言える
のか？
・単位修得、ＧＰＡなどの教学ＩＲデータにおいて検証
・カリキュラムの体系性、ＤＰとの関連性など



課 題
・大学教育の質保証としての共通の成果指標がないこと。
・２年間のプログラムが終了するまで、学修成果を可視化すること
が難しいこと。（どんな成果があったのか、言いにくい・・・。）

今後の展望
・現在、ほとんどのコア科目でシラバスの統一化がされているので、
それをさらに広げる。
・ＤＰに基づいたカリキュラムマップの作成
・成果があった国語の低学力層に対するプログラムの充実

ＫＳＵ基盤教育の学修成果と今後の展望



ご静聴ありがとうございました。

一ノ瀬：dai@ip.kyusan-u.ac.jp


